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ドキュメンタリー映画「何を怖れるJ

伊藤 英子
この映画は、女性であるが故に、ありのままに
自分の人生を生きようとして間つてきた、今を生
きる人達へのインタビューで終始します。
かつて、海外の女性、タト優さんたちへのインタ
ビュー映画「デブラ・ウィンガーを探して」が話
題になりましたが、もつと身近な日本を代表する

女性たち、それぞれのポリシーを貫いた方々に強
烈なパンチを食らう、そんな映画です。
登場するのは、日本のリブ宣言をしたといわれ
る田中美津。女性障害者ネットワークの米津知子。
シングルマザーを生き抜いた滝石典子。
それぞれの女性学を確立した上野千鶴子・井上

輝子・樋口恵子。
戦争、慰安婦問題、沖縄の女性への暴力と闘つ

てきた加納実紀代 ◆池田恵理子・高里鈴代。
雑誌、書店、NPO、 女性センターなどで女性た
ちのネットワークを築き上げた田中喜美子・中西

豊子・桜井陽子。高橋ますみさんも駒尺喜美さん

も。
共通項はウーマン・ リブ。
物心ついたその時から「女の子だから」「女性
は・・」といわれて猛烈に反発してきた人々が思
いつきりその生き方を語つています。
監督は、「折り梅」「レオニー」の松井久子。
きっと、インタビューの最中、その誰かに共感
し、うん !う ん !と うなずきながら見ている自分
に気が付くでしょう。あなたは何を怖れたか ?
一度は見ておかないと男女共同参画は語れませ

ん 。
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同時代を生きて

坂倉 加代子
ドキュメンタリー映画「何を怖れる フェミニ
ズムを生きた女たち」の制作委員会から私たち
NPOヘカンパの依頼が届いた時、完成 したら一番
乗 りで上映会をやろうと決めていた。画面に登場
する 14人のフェミニス トたちと同時代を生きて
きた時間への共感があったからだ。
女性であることの生きづらさを背負い、共働き
を続けていた私は、80年代、90年代、その生き
づらさの中身を課題に、四日市市役所の社会教
育・女性行政に携わつた。上野千鶴子・樋口恵子・

高橋ますみさんらを何度、学習会にお招きしたこ

と力、『魔女の論理』を読み、著者である駒尺喜美
さんに会うために、バスを借 り切り大阪まで出向
いて現地講演会を開いたこともある。1996年に四
日市市女性センター (はもりあ四日市)がオープ
ン、記念行事のひとコマは、あの田中美津さんの
ワークショップだつた。
退職した今、独 りよがりな行政主導によるフェ

ミニズム推進の限界に気づくのだが。
人びとの幸せを目指すフェミニズムが、なぜ誤

解され、疎ましく思われるのか。大きなうねりを

作ることが出来ずにいるのだろうか。
女性たちの現状は、フェミニズム台頭の時代と
比べ、よくなつていると言えようか。
14人の生の声は、ひ弱になつている私たちを原
点に戻し、問題の構造に立ち向かうスイッチを入
れてくれるにちがいない。

(上映会は全国に先がけて、今年 2月 7日 に実施
した。)

【24菱 夢CD隧]密翔 上映会&トーク「何を怖れる」P1/聞き書き道場第 3回「したたかにし
なやかに名張に生きる。江南登美」P2～ 5/「新聞記事に見る三重紡績の朝鮮女子工員」P6/総会
開催・地域女性史例会・多気郷土資料館展示見学P7/ バックナンバーリストP8
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▲(いすれも当会会員)

～フェミニズムを生きた女たち～

9月 19日 (土)15:30～ 二重県男女共同参画センター「フレンテみえ」多目的ホール
(主催 :「何を怖れる」をフレンテみえで上映したい実行委員会)



聞き書き道場 No。 3

江南 登美 さん
聞き取り け015年 5・ 7月 )と江南登美 “エンディングノート"よ り

聞き手 :神鳥貞子・佐藤ゆかり。文責 :佐藤ゆかり。

したたかに しなやかに 名張に生きる

二重の女性史研究会の例会に、毎回略張から駆け付ける3代日会長・江南魏 いつも謙遜しながらも、窮地の

会をまとめるとともに、聞き書き「石井洋子さん (名張市)地域福祉と共に歩んだ半生一新興団地に移住してきて
47年T」 (会報 14・ 15号)、 「“沖つ藻の隠 (なばり)"における女たちの戦後」 (フ レンテまつり20141など、地
元名張にこだわつた女性史を調査 。発信し続けている。女性で名張市初の校長であつた彼女の辿つた道を、今回改
めて聞いた

1.戦詢困輿 兄と母からの影響
日中戦争開戦の翌年 1938 αttH3)年、登美は名賀網 ‖村 (現 :名張市赤目HTlに 6人きょうだいの末つ子
として乱 尋常高4/1ヽ学校卒業後役場に勤めていた長兄・登 (のぼる)が、出生届を出してくれた。その際、兄
が「自分の名の一字を取つて登美 (とみ)と した」という。しかし登美にとって名付け親であつたその兄は、41年
召集される。幼い登美にその詳細は分かるはずもなかったが、兄は軍隊生活の中で病に侵され、43年福知山の病院
で戦病死した。20歳だつた。唯一、死の前年兄が一時帰郷した時、同じ布団の中で交わした会話を、登美は今でも
大切に覚えている。

登美の記憶に鮮明に残るもう一つの戦争体験は、終戦間際の 45年 7月 に起きた近鉄大阪線赤目口駅での米軍機
銃掃射である。登美バ闘 !1国民学校 (現 :錦生赤目月弩物υ l年の時であった。出征兵士の見送りに集まつた村人
達を、グラマン戦闘機 3機が一斉に狙い撃ちした。50人の死亡者と113名の負傷者は、登美の学校の講堂に運ば
れた そのおびただしい血糊の跡は、戦争が終わつた後も講堂を体育館に改築するまで、拭いても拭いても消える
ことはなかったという。この 2つの鮮烈な体験が、今日の彼女の「戦争体験の語り」の活動に繋がつている。
さらに登美の生き方に影響を及ぼしたのは、母である。農家の嫁として、大や義ダ母、地域の諸行事を支え続け

た女性だった。女性として与えられた務めを、放棄することなくイ可の屈託もなくこなしていく。けれど自分の意見

はじつかり口にし、地域婦人のリーダー的存在としての役割も果たすもそうした母の立居振舞は、良きにつけ悪し

きにつけ登美の生き方の基準となつていつた

2.学生時代、部落差別との出会い
「男メロ」― 張地域で “男勝り"な女子を嘲笑する言葉である。登美は「女のくせに」「男メロ」と周囲の
大人たちに言われては「何でそんなこと言うの !」 と泣いて抗議する、勝気で敏感な少女だった 小学校 5年のあ
る日、登美は職員室に呼ばれる。担任は「登美、○○ちゃんに『あんたコレ?』 ってゆうたか ?」 とただした。○

○ちゃんとは当時一番の仲良しだつた少女である。登美は大人の言動を見聞きし、手をその形に差し出し聞いたの

だつた。担任は単純に叱責したり謝罪させたりするのではなく、部落差別についてきちんと教えてくれ、登美の言

動が友達を深く傷つける行為だつたことを教えてくれた。しかし登美は、ショックで―晩泣きあかす。部落差別に

対する自分の無知、一番の友達を傷つけてしまつた後悔、そして「男メロ」と噛う大人達以上のことを自分がして
いたのだという自責の色 翌日友達には「ごめんね、何も知らずに傷わけてしもうて」と謝つたが、登美の心にそ
の傷は深く刺さつた。それが部落差別との出会いであり、そこから部落差別をしっかり勉強しようと決意をしたと
いう。こうして差別 。人権問題は、戦争の体験とともに登美の生き方の軸となっていく。

小学校ではソフトボールとの出会いもあった 戦後間もない3年生の時、木の棒とボールで始めた球技だったが、
名張というソフトボールの盛んな土地柄もあり、赤目中学校に進学してもソフト部に入部し練習に明け暮れた。そ
の結果、2年 3年と県大会で連続優勝を果たしている (伊勢新聞 1952.7.15/1953.8.15)。 名張高等学校進学後は
‐転、化学部に入部し、化学実験の面白さに夢中になり、薬剤師が将来の夢となっていった。しかし入試では進路
を変更、奈良女子大学文学部に入学する。父は百姓の娘に勉学は必要ないと反対したが、学問を受けたくてもかな

わなかった母と次兄が「これからの女の子は仕事を持って一人立ちせなあかんで」と後押ししてくれた。入学後の

大学では優秀な学生に混ざり意気消沈もし力ヽ すたが、ここで体験した教育実習が登美の職業を決定づけた 実習で



出会つた中学生の純真さ、子どもとふれあうことの楽しさを知り、「教師になりたい」との思い洲膨らんた そうし

て大阪市の動 試験を受け合格する。

3.大阪での教員生活、結婚、保育所運動
1961年 4月、大阪市で登美は船場中学校 (現 :東中翔 に配属された。新米教師の登美は業間も職員室には

戻らず、教科書片手に廊下で生徒の相談に乗り、そのまま次のクラスの授業に向かつた 子ども第一のこの姿勢は、

退職まで登美の教育の芯となつていく。またここで登美は、社会の女性差別の洗ネLを受ける。備 を前に「女は

無 や 。恋愛や結婚や出産や女はかなわん。」と言い放つ校長b男子生徒を指導中「△△君」と呼ぶと「それは男の

言葉。女性の言葉と違うでしょう」と指摘する教務当臨 初めての職員会議で質問すると「ああいう席では発言す
べきでなし】 と後から指導を受けた。しかし登美はそのどれにも言葉を飲み込むことなく、一つ一つ自論を返して

いった。教室では国語という教科を通して生徒同士の討論を大切にし、自身も勤務後、校外の自主的・民主的な学

習会に参加して教師の腕を磨いた

翌年 24歳で観胤 夫は、同略 張に育ち大阪の商社に勤める男性で、義父・義母・義妹と同居だつた 名張は

大阪圏だが、それでも通勤には時間が力功 るヽ。6時半には家を出て近鉄と市電を乗り継ぎ、8時 10分の始業に駆け

込んた けれどその翌年に第一子を出産すると、家族の朝食と離乳食を作り、おしめも洗い、我が子を義母に託し

てからの出勤ではとても間に合わなし、登美は校長に申 45分を始業時から取れるよう交渉し,に しかし校

長は杓子定規に「始業時間にきちんと出勤してその後取れ」と、名張から通勤する登美には不可能な回答をするの

みだつた。そこで当時たまたま市教職員組合の婦人部分会担当をしていた登美は、市教組婦人部長に掛け合つた

婦人部長を職場に招き、保健室でこっそり出勤簿を見せると、登美の欄には「遅刻」のゴム印がザニッと並んでい

る。これを見てさすがに婦人部も動き、翌年から大阪市女子教職員の始業時からの授乳時間が認められるようにな

つたという。

65年には第二子を授かるが、時間に追われる生活には変わりなかった。登美と夫は、義父母から独立して大阪に

転居を決意する。そして68年、大陳G翻薗,な保調 をしていた北田辺保育園のそl澳こ家を借り、潮 子4

人の生活が始まった。朝は夫が子どもを送り、夕方は登美が迎えに行く。遅くなる時は夫に電話したが、それでも

無理な時は保育所仲間に頼んだ。保育所仲間は互いに助け合つた。夜は保育所仲間にとつて、預け合いの時間と同

時に学習の時間でもあつた。順番に保育当番を決め、子育てや保育料・保育所の問題を学び合い話し合った。この

間 70年に第二子を出産、保育所でなけれ|れ でいなかった子だと登美は言う。その後子どもが大きくなると、
今度は学童保育所運動にも取り掛かる。場所探し、指導員の確保、カリキュラムの作成:夏休みなどは保護者で大
鍋を順に廻して翌日の昼食作りをした。睡眠時間は304時間、登美の給料もほとんど家賃と3人の保育料に消え
るという生活だつた。しかし「ものすごう楽しかった」「若かったからできた」と登美は回想する。

4.名張に帰つて(女性初の校長
このまま続く力ヽこ見えた大阪での生活だつたが、義父の足腰の衰えもあり、1974年親子 5人で名張の夫の実家
に戻る。登美は 13年間勤務した船場中学校を離れ、地元洛張中学校に勤務することとなる。大阪で民主主義の風

に吹力珈k自身も周りを一つ一つ改革してきた登美にとつて、そこは時計の針が止まつたかのような空間だつた
着任して間もない頃、進路指導会議の始まりに年下の男性教員から「江南さん、お茶入れてくれへん力、 と要求さ

れた。登美はびっくりしたが「何言うてんの。私もこの会議に出やなあかんねん。飲みたかつたら自分●媒祝」と

言い返した。また職員室で自分が使つた湯呑を洗わないで帰る男性教員には、きちんと洗つてあげた翌日「自分の

コップくらい洗つて帰り」と意見した。そこには「いつたん引き受けるけどちゃんと主張もする」母の背中があつ

た

こうして登美は大阪での学びを基礎に、教科指導・生括離導・進路指導・部活指導等に邁進した 学級・学年だ

よりを発行し、子どもたちと「生活の音」∈幕レート)を交換し続けた。指導の全てに貫いてきたことは「生命の

大切さ、人権を守ること、平和を守ること」だつたという。時には空き時間・放課後・深夜など、生徒に正面から

向き合い、生活や人権、性ミ生命など生徒に語リカヽすることもあつた。同和教育推進教員を経て、88年桔梗が丘中

学校の教頭に、そして3年後の91年、母校でもある赤目小学校の校長となった『二重の女性史』を繰ればt県立

校初の女性校長が誕生 K840、 男女雇用機会均等法が成立 C85り、名張市議選で女性4名当選 C90年)の頃で

ある。時代の流れに押されたかのような管理職昇進だったが、登美にとつては最も神経が疲れた時代、しんどかっ

た時代の始まりだつた。自分もそしてそれ以上に周りが女性初ということを意識したという。

校長時代は7時半には出勤して子ども達と出会い、子ども一人一人をしつかり見つめ、子どもの如 り 気`になれ

ば担任等に伝えた。登美は語る「教師になった時、きちんと教えられる教師でありたい、きちんと子どもと向力ヽ ヽ
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合つてわかつてもらえる努力、子どもをわかろうとする努力を惜しむまいと決めた 立場が変わつたからといつて、

処し方を変えてはいけないと思い続けた 管理職になつた時も一教師であった時に考えていたことを、立場が変わ

つたからといって翻してはならないと思つた」と。そして職員とともに様々な改革に取り組む。PTAの母親部会
では、部落差別を受けたお母さんたちに体験談を語つてもらった。桔梗が■/1畔敬時代は、校舎を提供していた稲

張教室 (現 :看画誹拐1-但 略 張教室は登美の校長在任中、伊賀つばさ学園創立に

伴い閉り と連携し、障がい児との交流教育にも力を注いた さらには子どもが主人公になる入学式・卒業式等を

めざし、また制服も子どもたちの活動・成長を考え改善に努力した。教論時代に引き続き、校長室だよりも発行す

る。改革には抵抗も付き物だが、子どもが変われば親や地域は信頼してくれる。そのためにも自身の思いや子ども

の様子・変化を書き綴つて伝えた。教頭時代はワープロも覚えたが、手書きのぬくもりを大切にしたいと、ファッ

クス原紙と鉛筆書きに戻つた。そしてこのスタイルは今も、戦争体験の記録づくりや名張の女性史に生かされてい

る。

5。 登美とスポーン

小中学校と続けてきたソフトボールの腕を見込まれ、名張に帰つてからはソフトボール部の顧間を任された。ま

たPTAのソフトボァル大会にも、ある時は教員としてまたある時は保護者として、進んで参加した。その交流の
中、家庭婦人ソフトボールチームを結成することとなる。名前は何回か変わつたというが、登美の記憶に最も残る

チーム名は 賂張フレンズ」。その頃の登美の週末は、土曜午前が授業 (学校5日制導入以前のため)、 午後が勤務

校の部活動の楡 日曜は他の顧間に生徒を任せて自身のチームの練習か試合だつた メンバーは皆子ども連れで、

静岡まで遠征したこともあるという。

しかし管理職に昇進すると、参加が叶わなくなりやむなくチームを去る。だが身体も気分も寂しし、見兼ねた夫

がゴルフを勧めてくれ亀 ショートホールから始め、PTA会長の誘いで本格的なコースにも挑戦するようになる。
そして登美はゴルフー には

まつていつた。それは単にスポーツとしてのiルフの面白さには止まらなし、登美
はゴルフの合間の会話がいい、コルフ仲間同士精神の自由さが味わえると言う。登美の参加する式ルフのグループ

で、女性は彼女一人のことが多かった。その中で自分も仲間も女性を意識することなく、「女だから控え目に」など

の不要な気遣いをせずに済むという。

退職後は、さらにうレフのいろいろなグループに参加するとともに、卓球も始めた。校長時代に知り合つた名張

椛 住
―

n7‐ 9011年出雅議爆瞳入り他/i玉 の力陛劉 P170参照)のFlを叩き、週 1～ 2回、2廟
汗を流した 77歳の現在は、毎朝必ず6時 25分から15分間、テレビ体操ラジオ体操をハシゴし、第一・第二と、
みつちり身体を鍛え、ゴルフや諸活動のための体力維持に余念がなし、

6.介護と退職
校長時代がしんどかつたのは職務によるものばかりではなかつた。義父母の介護がのし力功 つヽてきたのである。

登美が校長に昇進して 1年と経たない 1992(平成0年年明け、義父が亡くなった。亡くなるしばらく前から認知
症を患っていたが、介護のため休んだり退職したりすることはできなかった 今日の育児介護休業法が制定された

のは91年だつたが、当時はまだ育児のみで介護は盛り込まれていなかったのだ:そ して 4年後の秋、今度は義母
の様子がおかしくなり始める。義団れ′J鰤 を 28年続け、その後自宅で補習塾をしてきた教育■筋の女性だ
つた。その義母の昼夜逆転、深夜の出風 介護保険法が施行される3年余り前のことだし登美は義母に付き合つて

夜を過ごした後、朝の支度を大慌てでし、義母に何とか朝食を食べさせて学校に駆け逃れ 昼は職員室で給食を先

に掻き込んで車で自宅に戻り、義母の世話をして学校にとんぼ返りの毎日。その頃夫は既に退職しておリニ人で協

力して介護に当たったものの、登美は体力的にも精神的にも限界に近かった。悩んだ末、退職を決嵐 97年 3月 、
定年まで2年を残し、登美は校長の職を辞した
登美が自宅に居ることで少し落ち着きを取り戻した義母だつたが、2CXXl年骨折して入院生活を送る。ここでよう

やく制度が登美の暮らしに追い付いてきた。介護保険制度の開始である。リハビリ中の老健施設で介護認定を受け

ることを勧められ、義母は自宅近くの出来たての介護施設に入所することができた。その施設に登美は毎日通う。

すると利用者を幼児扱いする職員の態度が気になった。介護制度導入直後で職員教育が確立していなかつたの力、
「今は様々な機能が衰えてきていても、自分以上に長生きじ様々な経験を積んできた人生の先輩への敬意の念を忘

れてはしヽ すなし可そう思った登美は施設に申し入れ、義母の作品展を企画する。認知症の始まる前に制作してきた

毬。木目込

“

u多・ちぎり絵・押嚇飾瑚t々 を、若い頃の額 とともに展示した :輝勁 亡`くなる 05年ま餞
は施設に通い、義母に会うとともに積極的にボランティアを引き受けた



7.生き生きサロン、戦争体験の話り、お助けセンター

校長退職後、義母の介護と並行して、1998年より2004年まで中学校の
「′いの教室相談員」の仕事を依頼される。

相談室で不登校の子や教室に入りにくい子らのサポートをしたり家庭訪問したりする仕事亀

99年からは、地元刺 丘`南′1群校から依頼を受けて、戦争当時の体験を話す機会を得て、主に 3年生と 6

年生に話Ц院け 16錦経2
そして 04年からl動 の申 員を引き受ける (10年ま0。 その年卿卿こ審覇励ミ建ち、桔梗が丘 5番

町の民生委員 4人で高齢者のための生き生きサロン「5番町サロン」を開こうと決める。月 1回みんなの居場所と

して集い、今のこと昔のことを話し、学習もする場とした。民生委員は聴き役に徹した
4人のスタッフは全員戦

争体験者でもあつたので、参加者の戦争体験を若い世代に伝えたいと考え、サ
ロン磁 5番町の小学生と桔梗

が丘南小学校へ呼びNすて、夏休みに開かれるサロンは子どもたちとの交流会として、
「私たちの戦争体験を聞いて

もらう会」を07年から始めた

登美の住む桔梗が丘は 1970-80年代に開発された団地で、全国各地の出身者がいた 5番町サ
ロンに集まる人

たちの戦争体験も広域にわたつていた。東京・大阪・福井・四国での空襲体験者、長崎源爆の日撃者、
大連・満洲

からの引揚者・       での体験者、軍隊経験渚等々。毎年夏のサロンで、次々と出てくる体験を登美は記

録して皆に熱 、それは現在も続いている。

11年からは、桔梗が丘南小学校ヘサロンの仲間も一緒に行つて話をしている。子どもたちだけでなく、
PTA研

修も兼ねて実施しているという。さらに市内の小中学校の子どもたち
への話、教員の研修会に講師として招かれ、

毎年、戦争を知らない世代に戦争体験を伝えている。

こうしたサロン活動へは、地域の自治会の強力な支援があつた。一方団地の住人もさらに高齢化
していく。語り

部の中には亡くなつたり施設に入所したり子どもに引き取られたりする者も出てきたが、できる
だけこの地で、子

どもや施設の世話にならずに住み続けたいというのが大多数の彼らの願いだという。枯梗が
丘の自治連合協議会で

は、そうした高齢者を援助するための
「お助けセンター」設立を企画した。声を掛けられた登美はその計画から参

加し、今年 4月 から本格的な運営に入つている。部屋中 、除草や剪定、買い物・通院同行、配食サービ

ス等々の要望がある中、可能なものから始め、全ての要望に応えられるよう、現在も検討課題
が多いのだという。

「生き生きサロン」も「お助けセンター」もすでに対象となる独居の後期高齢者だが、登美はまだ
スタッフの立

場でいたいと、体を鍛え元気亀

=重の女性史。江南 登美さん聞き取りに就いて
2015.8.23 時

■どうしてそんなにさまざまな仕事ができたのでしょう

1こも社会にも浸透し変えられてきた現実が分かります。女性への理解が行き届かなし響甲ψ らヽ、民主主義が個メ

19Ю年代ではなく、2010年代に生きている喜びは私たちに共通する喜びです。その中での個人
の役割 (部落差別

を教えてくれた先生、戦争のむごさを伝えた家族などなa、 社会の影響伏阪の民主主義の該獣 組合婦人部
の力

などなじが良く描かれています。

そういう中で潰される女性もいたでしようし、男性優位を離したくない教師もいた、でも江南さんは
「いのち・

人権・平和」という大目標を立てて前に進んでこられた。そして教科を教えるだけでな
い人生の教師、社会のボラ

ンティアとして活動された。どうしてできたのでしよう力ゝ 具体的に知りたしヽ 江南さんは自分を
どう評価してい

らつしやるのでしょう力、聴く中で討論してほししヽ 江南さんの謙虚さを突破してでも、後
の人たちがそうできる

よう1亀

大阪の民主主義の経験や、組合婦人部の仕事を、もつと聞いてもよかったのではな
いかと思います。

■詢 を離 に

1912年は日中戦争本格化の年舗訓1事攻:から15犠 という)、 ガ難 の嘲 は「児勤 、中・敵 は
「生御 、

大学に入つたら「学生」です。なんだか私は引っ力功 るヽのですが、母親は
「何の屈託もなく」役割を果たしていた

の力、組合婦人部は始業時に授乳時間をとれないことを知らなかつたの力、訴えられて
いなかつたの力、放置して

いたの力、「さすがに」という言葉は婦人部長の落ち度に聞こえますが、それで良いの力、
「退職したら義母が落ち

着いた」というのでは他の家族が十分に面倒を見てなかつた印象になります
が、そうなのれ

江南さんの立場に立つ気分は理解できますが、この語句でびつたりなのか聞き手はよく検討
しましょう。

以上
´
″

′

　

′



新聞記事に見る三重紡績の朝鮮女子工員

佐藤 ゆかり (三重の女性史研究会会員)

10月に開催される「第 12回全国女性史研究交流のつどい in岩手」の分科会で、私は「女子工員ヘ

の仏教統告卜明治末期～大正初期の三重紡績津分エト 」のタイトルで報告させていただくことになつて

いる。その調査の過程で、二重紡績への朝鮮女子工員初採用の記事を見つけた。できればつとい資料集

の報告にその内容も盛り込みたかつたが、紙数の都合でかなわず、こちらで紹介することにした。

三重紡績は、1914(大正 3)年大阪紡績と合併した現在の東洋紡である。今回の調査で東洋紡の各
年代の社史を組解く中、1953年の『東洋紡績七十年史』に、「明治 26・ 7年ごろ」または「明治Z
年」が二重紡績における朝鮮女子工員の初採用とされる記述を見つけた。1910(明治 43)年日韓併合
以前にこうした女子工員の移動があつたことは興味深い内容だと思い、東洋紡に問い合わせた。すると

社史編集室村上義幸氏から

回答があり、同氏がすでに

「三重紡績の朝鮮人労働者」

の論文で「 1912年を最初
とすることが妥当」という

見解を出されていることが

わかつた (『二重県史研究第

20号』2005年所収)。 同
論文で村上氏は、宇野利右

衛門『職工問題資料』の他

に伊勢新間を典拠にされて

いたが、今回私は、新愛知・

三重新聞からも記事を拾うことができたので表にまとめてみた 【表 1】。特に伊勢新聞6月 25日の記事
は、慶尚南道出身、通訳朝鮮女性の存在、識字や仕事の能力、食事や賃金の待遇など詳細に記されてい

る。これらの記事から、二重紡績の朝鮮女子工員採用は日韓併合後 1912(明治 45)年 6月 8日から
で、当初の配属は四日市工場・愛知分工場のみであつたことがわかつた。津分工場でその存在が確認で

きるのは、現在のところ東洋紡績津工場になつてからの 1917(大正 6)年である 〔武田行雄「内地在
住半島人間題」(協調会『社会政策時報』1938年 6月号)による〕。

…とここまでが、全国女性史の原稿締切7月 24日時点の調査結果だつたのだが、その後新たな資料が
出てきた。伊賀新聞 1912年 7月 5日に「朝鮮工女のメソメソ」のタイトルで、三重紡績津分工場に
朝鮮女子工員が在籍していることが書かれていた。全国女性史の報告集に記したのより5年早い記録が

確認されたことになる。また先述の伊勢新聞 6月 25日に「成績良好なら津ほか各工場にも」「第 2回
募集工女 30名は近日」と書かれていたので (表 1参照)、 その記述通り、7月初めにはすでに津分工場
にも配属されていたということだ。しかしその新聞記事の内容は「此頃では女工の連中朝鮮工女をヨ1捕

らえては女だてらに可愛がろうとも何ともいはずボカポカ頭を張つたりのゝしつたりするので朝せんは

ん達最早立つ瀬がな<半泣きの体にてメソメソしてる」とあり、日本女子工員の朝鮮女子工員に対する

イジメ 。人権侵害の実態が描かれている。日本人経営者は、植民地から安<て従順な労働力になると朝

鮮女子工員を受け入れたが、そこで働<日本女子工員もまた、低賃金 ◆低待遇のはけ□として朝鮮女子

工員を扱っていたと思われる。津分工場仏教統制のきつかけとなつた 1912年 3月争議に、朝鮮女子工
員らは時期的にも、また意識的にも、日本女子工員の仲間にはなれなかつたのである。

(この調査にあたり、東洋紡社史編集室村上義幸氏には多くご協力をいただきました。有難うございました。)
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【表 1】 二重紡績朝鮮女子工員初採用記事リスト (1912年 )

掲載月日 掲載紙 タイ トル 内容

4月 21日 新愛知
二重紡の朝

鮮工女

朝鮮工女近々来着の筈。四日市・愛知分工場に 15名ず

つ就業^

4月 22日
新重一二

間

二重紡の朝

鮮工女

朝鮮工女近々来着の筈。四日市・愛知分工場に 15名ず

つ就業。 (新愛知のコピー)

6月 10日
伊勢新

聞

朝鮮婦人団

来る

朝鮮慶尚南道婦人21名 8日 四日市駅下軋 機業練習の

為、二重紡績本社工場を訪間の様子。

6月 25日
伊勢新

聞

二重紡の珍

客朝鮮工女

の好蹟

(3段記事)8日 四日市二重紡績本社に、工女募集に応じ

た黄須熙o5)外 18名。最年少は 13歳。成績良好なら名古

屋・津・半田・桑名・津島等の各工場にも使用。第 2回募

集の工女 30名 は近日本社工場に到着の筈。



三重の女性史研究会,01痺度価会開催
6月 28日 (日 )フ レンテみえリサーチ室にて二重の女性史研究会 2015年度総会を開催 しました。今

年は石垣弘美フレンテみえセンター長にもお越しいただき、貴重なご意見を頂戴することができました。

特に今後の大きな目標である『二重の女性史第 2集』について、活発な意見を交わしました。

本年度の
役員等

黒川 都史子

佐藤 ゆかり
事務局次長

伊藤康子先生・西川洋先生

地域女性史研究会例会にな加しました
7月 19日 (日 )アルザにいがたで行われた地域女性史研究会例会

に参加 しました。新聞資料を使つた女性史年表の作業過程、カー ド

の作成方法、センターと連携した事後の資料公開など勉強してきま

した。また年表作成は、研究する者が活用するためだけでなく、一

般の方に手に取つて読んでもらう「読み物としての年表」であるこ

とも重要だと分かりました。 (佐藤 )

見学して
きました 多気町多気llY土資料館『少国民と呼ばれた時代』
多気町多気郷土資料館に「少国民と呼ばれた時代」の展示を見学してきました。地域の中で丹念に収

集・整理されている史料の中から、戦後 70年の今年は、主に子どもの立場から戦時下の暮らしを見つめ

る構成になつていました。そこから特に女性史の視点で日に留まつた展示を 3点紹介すると一。

◎二重県内のある高等女学校生徒から、戦地に召集された恩師への慰問文 (昭和 14年頃のものか)

中原淳―や赤い薔薇の花のイラス トが付いた紙質の良い便箋に綴られている。豊かで華やかな時代

から戦争に絡め取られていつたことがうかがえる。

◎愛国星人会二重県支部のチラシ「節米と電髪排除」(昭和 15年 8月 )

「節米」には「炊事は女の受持だ。一食は必ず混食に」、「電髪排除」には
「華美な服装『雀の巣式』

の電髪、長じゅばんの風景は何事だ。兵隊さんの労苦を思へ」の但し書きが。

◎女子体力章検定の実施記録 (昭和 18年 )

昭和 14年から15～25歳の男子に対して行われていた体力章検定を、この年から女子にも実施を開

始したという。当初は兵力となる男子にのみ体力・運動能力増進を図つたが、昭和 18年 ともなると、

産めよ殖やせよ、銃後の生活、男子の代替労働など女子の体力にも国の期待がかかるようになり、遅

ればせながらこのような検定が行われるようになつたのだろうか。

(9月 20日 まで。なお同町勢和郷土資料館では「台所からキッチンヘ」を展示中。)

(佐藤 )



二重の女性史研究会会報「MieHerstow」バックナンバーリストrstow」バックナンバー‐リス
ヽ

号数 発行年月日 主な内容 ようやく ここまで

やってきました !1号 20090731

2号 20CDIDC15 ゝ ノ

3号 2009122Cl

4号 201呻

5号 20101lCD9

フィールドワーク志摩市 (伊東里き)/全国女性史in東京/2010年度役員/みえの男女ワークショップ「女性を政策・
ま思決定の場～ 歴史と戦略―J/ジェフリーふぇすたワークショップ F二重の女性史』から鈴鹿の女性史を見てみま
しょう

6号 2011012,
二重大学改革シンボジウム 1地域の活性fヒと男女共同参画の推進J展示井出ひろ/「女性史にみる「男は仕事 女は家
庭』のルーツを探る①J竹内令/「井出ひろの足跡を訪ねて2010①J佐藤ゆかり

7号 20110227
全国女性史in東京報告集/「女性史にみる『男は仕事 女は家庭』のルーツを探る②」竹内令/「井出ひろの足跡を訪
ねて2010②  l 佐藤ゆかり

B号 20110514 春
の二大展示「井出ひろ川口に帰るJ「 3.8から4.10へ二重の女性は社会を動かしてきた」/フ ィール ドワーク度会 。多
気。大台町 (河井道・満洲開拓団)

9号 20110721
フレンテまつり「海を渡つた二重の女性たちJ(り il口祐二さん。大西靖子さん)/2011年度総会・役員/県内活動MAP
∠「っれづれなるままに一二重県塑pェ リート女子教員・吉田とみ (のちの山高とみ)J佐藤ゆかり

10号 2C1111104
わたしのオススメ映画情報「山川菊栄の思想と活動J―姉妹よ、まずかく疑うことを習え (伊藤英子)他/展示「歴史
に輝く津の女性たち (佐々木かよ・山高しげり。井出ひろ)/情報紙「つばさ」に山商しげり/山高 (吉田)とみ続報

11手計 20120112

フィール ドワークいなべ市・桑名市 (治日鉱山女山師おまき五代アイ・駒木根りう)/みえの男女展示「今ここで生き
る私一二重の女性と『移動』―」/「二重の女医先駆者J二重県初の女医調査チーム/r男女役割分担意識のルーツを
探る一古事記の中の女と男―」竹内令/「シアトル『大北日報』と市川房枝J佐藤ゆかり

12'チ 20120518

春のフレンテパネル展「どれだけ変わった?!二重の女性の政治参画60TJ/わあむ津展示ワークショップ「歴史を拓
いた津の女性たち」/『二重の女性史』感想文 (さいたま市斎藤和子様)/フ ィールドワーク津市 (二重保育院・根本
貞路・井出ひろ)/「明治25年愛媛に技術伝習に行った二重の“熟練女工"は誰?」 佐藤ゆかり/完成しました『二重の
看護史』/『津市民文化』第6号に「日本のマリー。キュリーー井出ひろ小伝―」掲載

13号 20120922

フレンテまつり公開全体研修会「『二重の女性史』発刊から31■まだまだ発掘・女たちの軌跡―」 (伊藤英子・竹内
令。木下弓子・土屋邦恵・佐藤ゆかり)/2012年度総会・役員/県内活動MAP/山崎留尾編著『二重県高等学校家庭科
教育の記録』感想文。「石川齢木)松枝―井出ひろより先にシアトルに上陸した日本の女医―」。「景山 (福田)英子が
二重の女性に残したエールJ 。「伊勢の婦人参政権運動と古林久子J(以上佐藤ゆかり)

14号 201211“

みえの男女展示「実効性ある女性参政権へ、過去 。現在 。未来」/聞き書き「石井洋子さん銘 張祠 地域福祉と共に歩ん
だ半綺 興団地に移住してきて47年二 (前編)」 江南登美/「女人堤防を歩くJ竹内令/「婦人参政同盟二重県支部
を率いた古林久子」佐藤ゆかり/歴史に輝く津の女性たちΠ (近江絹糸女子工員・三谷茂・丹羽美知)/情報紙「つば
さ」に佐々木かよ

15号 20130214

みえの男女展示「実効性ある女性参政権へ、過去 。現在・未来」/フ ィール ドワーク松阪市 (松浦武四郎記念館 。日野
2丁 目資料輪読・井阪とくさん)/「井阪とくさんの生き方に学ぶJ竹内令/聞き書き「石井洋子さん銘 張載 地域福祉
と共に歩んだ半生―新興団地に移住してきて47年  (後編)J江南登美/「古林久子 (婦人参政同盟二重県支部)調査
臓告」佐藤ゆかり/『二重の女性史』感想文 (名張市福森圭子様 )

16号 20130524

フレンテ春のパネル展「世界各国の女性指導者たち」/「世界各国の女性指導者一覧についてJり :|口節子/エ ッセイ
『二重の女性史』を読み返す① r書くことの意群 F二重の女性史』『光と陰』『方丈記』―」竹内令/フ ィールドワー
ク伊勢市 (伊藤小壊・吉井詩子市議・尾崎等堂。生方たつゑ)/「日記三題J(酔っばらい防止法・松阪男産婆。人重
の桜)佐藤ゆかり/読書「女掠屋リキさん伝」「従軍看護婦物語」「市川房校の言説と活動1893‐ 1986」

17号 20130914

県内活動MAP/2013年度総会・役員/エ ッセイ『二重の女性史』を読み返す②「敗戦後に始まつた女性たちの戦いJ竹
内令/フ レンテまつり公開全体研修会「女性と政治J(川口節子・佐藤ゆかり。西り|1洋先生「明治後期の新聞に見る三
重の女性」)/「井出ひろが乗船した氷川丸J佐藤ゆかり/会員リレー紹介①佐藤ゆかり/多気町多気郷土資料館「時
代が求めた女性← 近。現代の婦人雑誌から一」

18号 20131204

みえの男女展示「土に生きる～二重の農業女性の夢を～」/エッセイ『二重の女性史』を読み返す③「女性大変革の時
を生きて～新憲法下での66年～」竹内令/会員リレー紹介②山崎まゆみ/「日中韓女性史国際シンポジウム参加記」佐
藤ゆかり/フ ィールドワーク伊賀市 (北出楯夫さん。あわてんぼう)/「 日本優生結婚普及会と竹内茂代・井出ひろ」
佐藤ゆかり

19号 20140鯉

名誉会長演田滋子逝去・追悼丈 (寺井和子・黒メ|1都史子・竹内令)/エ ッセイ『 二重の女性史』を読み返す④「花咲く
時代の到経 ガラスの天丼は薄くなつた一」竹内令/会員リレー紹介③土屋邦恵/「地域女性史研究会設立集会Jに参加
して/「古林久子(伊勢婦人新聞・婦人参政同盟二重県支部)を追って④J佐藤ゆかり/わあむ津展示「歴史を拓いた津の
女性たち」

"号
20140523

フレンテ春のパネル展「二重の婦人参政権と二人の“ひさ生澤田ひさと古林久子―」/エ ッセイ『二重の女性史』を読み
返す⑤「日本産業の近代化と女性労働群 富岡製糸場の世界文化遺産登録に思う一」竹内令/会員リレー紹介④中谷真弓
/「ジェンダー史学会春のシンポジウム報告記」佐藤ゆかり/フィールドワーク菰野町。四日市市 (鈴木小舟・市りll悦
子さん。坂倉加代子さん)報告小橋和子/「古林久子を追つて⑤婦人記者編J佐藤ゆかり

21号 2014090,
【鈴山雅子先生追悼特集】鈴山雅子前会長逝去/フ レンテまつり公開全体研修会 r時代を生き抜いた二重の女性たちJ
報告 (江南登美・佐藤ゆかり)/鈴山雅子先生記録・語録/鈴山雅子先生略歴と年譜/鈴山雅子先生を偲んで (全会
員)/2014年度総会・役員

22号 2015010〔

域
会
イ

地
る
セ

「学」フェスティパル。みえの男女。アンコール展示報告/「鈴山雅子さんを語る会」報告/「鈴山雅子さんを語
を終えて (伊藤英子)/聞き書き道場①「女性の自立を目ざした作家。竹内 令」◎江南登美・寺井和子/エッ
『二重の女性史』を読み返す⑥「『男女共学。同学』が女性たちの道を分けた時代があつたJ竹内令

23号 2016060お

完成報告『 この凝縮の軌跡 鈴山雅子追悼隼 男女共同参画社会をめざして_』 /聞き書き道場②「文化を通じて女性問
題を見つめてきた。伊藤英子」◎木下弓子・土屋邦恵/エッセイ『二重の女性史』を読み返す⑦ (最終回)「私は21
世紀が信じられる」竹内令/「 日本医史学会参加記」佐藤ゆかり/フ レンテ春のパネル展「4月 10日 は何の日?」 /ミ
ニ。フィールドワークニ重県総合博物館「ふたりのウェディング事情J

※パックナンパー御入用の方は、表紙の二重の女性史研究会事務局までご連絡ください_号によって ださい
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